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草原再生を支える社会システムの分析

徳島大学大学院 工学研究科 小串重治

１．『我が国の草原をとりまく現状と課題』

３．里山再生の実現に向けて提案
・・・・東祖谷山の教訓を踏まえて・・・・

草原再生を支える社会システムの分析

２．ヒアリング調査・類型化を通じた草原再生を
実現している地区の特徴抽出

『我が国の草原をとりまく現状と課題』

保存
あるいは放置 開発

適度な人為影響

～1960年代

1960年代まで，日本各地で草原は人為管理より維持されてきた

低木 ウラジロモミ，ダケカンバ, 
ミズナラ, ブナササ

ススキ
草原

草原は人が係わって，はじめて，草原として維持される

適切に管理された草原は文化的サービスも提供していた

草原の供給サービスに価値が見出されていた・・・

肥料

放牧の場
茅葺き屋根の材料
山菜の採取，狩猟の場

草原の管理作業を通じた地域固有の文化伝承

キキョウ オミナエシ
雄大な草原景観

生物多様性保全の場

植林・農用地開発・
土地利用形態の

変化

放牧地の
利用価値の低下

低木 ウラジロモミ，ダケカンバ, 
ミズナラ, ブナササ

ススキ
草原

1960年代以降・・・・日本各地で起こった現象

化学肥料の投入
に伴う採草利用
価値の低下

明治・大正期
国土の10％程度

↓
国土の１％まで減少

国立・国定公園で
開発が回避され
維持されてきた

国立・国定公園内でさえ，草原は激減!!生物相は劣化!!

管理放棄
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管理放棄→文化サービスは提供されない

草原生態系の供給サービスに価値が見出されない

肥料

放牧の場
茅葺き屋根の材料
山菜の採取，狩猟の場

草原の管理作業を通じた地域固有の文化伝承

キキョウ オミナエシ
雄大な草原景観

生物多様性保全の場

草原の管理放棄に伴う草原の消失

草原の管理放棄に伴う生物多様性の劣化

生態学的なリスク評価・再生技術体系の確立

草原再生を支える社会システムの再構築

草原再生の実現に不可欠な検討

草原の管理放棄に伴う草原の消失

草原再生を支える社会システムの分析

草原再生を実現している
10地区の特徴抽出

～ヒアリング調査・類型化を通じて～

岐阜大学流域圏科学研究センター
植生資源研究部門・植生機能研究分野

津田研究室 ホームページより

ニッポン全国火入れ地図
（200７年１月暫定版）

深入山・雲月山

：ヒアリング調査実施箇所

かつての草原をとりまく互報関係

私
private

公
public

共
commons

貨
幣
経
済

非
貨
幣
経
済

出典：多田辺(1990)を一部修正適切に管理された草原

相互扶助的
な地域社会

公的な経済活動

私的な経済活動

生態系
サービス

様々な形態で
分配

草原管理
ルール

役割分担×
調査方法
■ヒアリング内容
１．草原は地域社会においてどのように認識されてきたか？

２．草原の管理作業を誰が担ってきたか？
３．どういった管理形態で行われているか？
４．管理作業を担っている関係者は，
草原再生にどういった価値を見出しているのか？

■ヒアリング対象
・管理作業を担っている
関係者・関連する行政担当者
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４グループに類型化できた

１．伝統的共的生態系ｻｰﾋﾞｽ維持タイプ
２．自立経済・経営タイプ
３．公的支援依存タイプ
４．新規共的生態系ｻｰﾋﾞｽ調整タイプ

私
private

公
public

共
commons

貨
幣
経
済

非
貨
幣
経
済

相互扶助的
な地域社会

保全ルール
・管理

適切に管理された草原

生態系ｻｰﾋﾞｽ
＝

文化・伝承

伝統的共的生態系ｻｰﾋﾞｽ
維持タイプ

蒜山高原（岡山県）・深入山（広島県）

課題：過疎化・高齢化に伴う
後継者不足

私的利益

公的利益

非経済利益

経
済
利
益

見
出
し
て
い
る
価
値

草原管理の担い手
地域コミュニティ

草原の認識

草原の管理形態

共的なコモンズ
として認識

地域コミュニティ
による共同管理

●
（集落行事として
根付いている）

蒜山高原：1960年代前半

蒜山高原：2005年1月

保全ルール
管理

私
private

公
public

共
commons

貨
幣
経
済

非
貨
幣
経
済

私的な経済活動

貨幣価値
を有する形
で分配

生態系から
の恵み 適切に管理された草原

地域社会

自立経済・経営タイプ

曽爾高原（奈良県）・岩湧山（大阪府）
課題：自立経済・経営の

持続性の確保

私的利益

公的利益

草原管理の担い手

地域コミュニティ
による共同管理

草原の認識

草原の管理形態

見
出
し
て
い
る
価
値

非経済利益

経
済
利
益

地域コミュニティ

共的なコモンズ
として認識

●
（茅葺き材料）

曽爾高原

公的支援依存タイプ

秋吉台（山口県）・砥峰高原（兵庫県）・
塩塚高原（徳島県）

地域社会

新しい保全
ルール・管理

私
private

公
public

共
commons

貨
幣
経
済

非
貨
幣
経
済

公的支援

観光資源
として
の評価・
生態系から
の恵み

適切に管理された草原

課題：過疎化・高齢化に伴う
後継者不足・
行財政の負担

私的利益

公的利益

草原管理の担い手

草原の認識

草原の管理形態

見
出
し
て
い
る
価
値

非経済利益

経
済
利
益

観光資源・
公的なコモンズとして認識

公的支援に基づく
共同管理

地域コミュニティ

●（作業委託費）
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砥峰高原

新規共的生態系ｻｰﾋﾞｽ調整タイプ

三瓶山（島根県）・雲月山（広島県）
・生石高原（和歌山県）

課題：無報酬で頑張るコア組織の
持続性？

適切に管理された
草原

多様な
生態系サービス

新しい
管理ルール

緩やかな連携（地域住民を含む）

公的後援

多様な
価値の

の調整・創出

地域コミュニティ・
多様な参加主体事務局的な

役割を果たす
ＮＰＯ等の組織

＜生石高原＞

地元ＮＰＯ組織，
地域コミュニティ，
都市住民，
環境学習の場
して利用希望者，
観光業者，

農産物生産農家，
茅葺き家屋材利用者，
ラジコンヘリ愛好者

＜三瓶山＞

地元NPO組織，
地域コミュニティ，
研究者，
畜産業者，
都市住民，

博物館担当者，
ﾊﾝｸﾞﾗｲﾀﾞｰ愛好者，
防災行政担当者

＜雲月山＞

野焼き実行委員会，
地域コミュニティ，
研究者，

登山愛好者，
地元小学校
関係者

私的利益

公的利益

草原管理の担い手

草原の認識

草原の管理形態

緩やかな連携に基づく多様な利用目的を認め合う
共的なコモンズとして認識

コア組織の調整による緩やかな連携に基づく共同管理

参加者がおのおののインセンティブを見出している
見
出
し
て
い
る
価
値

非経済利益

経
済
利
益

雲月山

草原再生に必要な社会システム
に関するまとめ

課題 後継者不足 安定経営？ 財政支援？ コア組織の持続性？
後継者不足 後継者不足

蒜山高原 深入山 岩湧山 曽爾高原 秋吉台 砥峰高原塩塚高原 生石高原 三瓶山 雲月山

＜生石高原＞

地元ＮＰＯ組織，
地域コミュニティ，
都市住民，
環境学習の場
して利用希望者，
観光業者，

農産物生産農家，
茅葺き家屋材利用者，
ラジコンヘリ愛好者

＜三瓶山＞

地元NPO組織，
地域コミュニティ，
研究者，
畜産業者，
都市住民，
博物館担当者，
ﾊﾟﾗｸﾞﾗｲﾀﾞｰ愛好者，
防災行政担当者

＜雲月山＞

野焼き実行委員会，
地域コミュニティ，
研究者，
登山愛好者，
地元小学校
関係者

私的利益

公的利益
●

（作業委託費）

緩やかな連携に基づく多様な利用目的を認め合う
共的なコモンズとして認識

コア組織の調整による緩やかな連携に基づく共同管理

参加者がおのおのの価値を見出している

観光資源・
公的なコモンズとして認識

公的支援に基づく
共同管理

地域コミュニティ

●（作業委託費）

伝統的な共的なコモンズ
として認識

地域コミュニティ
による共同管理

●
（茅葺き材料）

地域コミュニティ
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●
（集落行事として
根付いている）

1 2

草原に関する認識

草原の管理形態

草原管理の担い手

4

非経済利益

経
済
利
益

見
出
し
て
い
る
価
値

新規共的生態系ｻｰﾋﾞｽ調整タイプ
共的生態系ｻｰﾋﾞｽ
維持タイプ

自立経済・経営
タイプ

公的支援依存
タイプ

草原再生に必要な社会システムの要件は？

適切に管理された
草原

新しい
管理ルール

行政

公的後援

経済利益 多様な主体
からの
資金援助

貨幣経済との融合

多様な
生態系サービス

多様な価値の
調整・創出

多様な参加主体が草原管理
に自らの価値を見出しつつ，
連携・調整により共同管理する
『緩やかな連携が持続的
に機能する社会』

多様な参加主体
の確保

事務局的な
役割を果たす
ＮＰＯ等の組織

地域コミュニティ

緩やかな連携（地域住民を含む）

多様な参加主体
の確保

事務局的な
役割を果たす
ＮＰＯ等の組織

地域コミュニティ

緩やかな連携（地域住民を含む）

多様な参加主体の
居場所のある草原再生
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里地・里山再生の実現に向けて提案
・・・・東祖谷山の教訓を踏まえて・・・・

自然環境情報の提供を通じて地域住民の草原管理
に係わる意識醸成を図ろう!!

無関心関
地域住民

ＮＰＯ 行政 科学者

環境資産の
生態学的
な評価

目標の妥当性・
実現可能性評価・
リスク査定

生態学的視点からの

環境保全の意識 高低

草
原
で
の
活
動
意
欲

低

高

ｽﾃｯﾌﾟ1

ｽﾃｯﾌﾟ2

ｽﾃｯﾌﾟ3

これまでの主な取り組み
「落合峠＝環境資産と認識」
「落合峠を生かした地域づくりに向けて課題の認識」
１．ヒアリング調査を通じた情報発信
２．自然観察会の開催
３．平家祭での調査成果発表
４．広報での通知→研究成果発表会の開催
５．地元中学校総合学習での研究成果の発表

『草原復元しよう!!』
の反応はなし

自然環境情報の提供を通じて地域住民の草原管理
に係わる意識醸成を図ろう!!

無関心関
地域住民

ＮＰＯ 行政 科学者

環境資産の
生態学的
な評価

目標の妥当性・
実現可能性評価・
リスク査定

生態学的視点からの

環境保全の意識 高低

草
原
で
の
活
動
意
欲

低

高

ｽﾃｯﾌﾟ1

ｽﾃｯﾌﾟ2

ｽﾃｯﾌﾟ3

×

参加主体の多様な価値観・
共通目標の認知

多様な参加主体の
意見交換の場の設定

共有された記憶
（金子，1999）

遊び仕事
（鬼頭，2007）

ｿｰｼｬﾙ･ｷｬﾋﾟﾀﾙ
の向上・

信頼関係の構築

共有可能なシナリオづくり
近藤，2006）

戦略的なしくみ

・鬼頭秀一（2007）：『自然再生のための生物多様性モニタリング』
・金子郁容（1999）：『コミュニケーション・ソリュ-ション』

・近藤隆二郎（2006）：『コモンズを支えるしくみ』

自然環境教育
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを
内包した
ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ運営

参加主体の多様な価値観・共通目標の認知

環境資産に係わる多様な参加主体の
意見交換の場の設定

自然再生に係わる目標に関する合意形成

体験プログラムの実践・
生態学的な効果の検証と評価

戦略的な
調査・研究と
情報提供

三瓶山で
ｳｽｲﾛﾋｮｳﾓﾝﾓﾄﾞｷ
を守ったのは？

生石高原で
マツムシソウ
を守ったのは？
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無関心関
地域住民

ＮＰＯ 行政

環境資産の
生態学的
な評価

目標の妥当性・
実現可能性評価・
リスク査定

生態学的視点からの

環境保全の意識 高低

草
原
で
の
活
動
意
欲

低

高
ｽﾃｯﾌﾟ２

ｽﾃｯﾌﾟ１

ｽﾃｯﾌﾟ3

研究者

里山再生の実現に
むけた戦略的な情報提供

『緩やかな連携が持続的に機能する社会』
に向けた研究者の役割

自然環境教育ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを
内包したﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ運営

局所最適的な
研究成果の情報提供

御静聴ありがとうございました


